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ABSTRACT

近年，非線形現象の 1つであるカオス現象の研究が注目を浴びている．予測できない複雑な振る舞いするカオス現象は
生物学・経済学・物理学など様々な分野に存在する．カオス現象を調査する 1つの方法としてカオス回路を用いることが
知られている．カオス回路を結合することによる同期状態に関する研究が盛んに行われている [1]．本研究では遅延時間
を含むのング結合カオス回路に関する同期状態を調査した [2]．特に，カオス回路の結合数とパラメータ，同期状態の関
係に注目した．コンピュータシミュレーションを行うことによって，カオス回路の結合数が偶数の場合は同相同期か逆相
同期，奇数の場合は同相同期か N 相同期に誘起することを確認した．すなわち，初期値に依存する同期の共存現象が観
察できる．次に，カオス回路のカオス現象が同期状態に与える影響について調査を行った．カオス回路のカオスの強さを
大きくすると同期状態の共存が消滅し，カオス回路の結合数によって逆相同期か N 相同期のみ観測可能となった．
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